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COMPACT DISC PLAYER D-380

　このたびは、ラックスマンの CDプレーヤーD-380をお求めいただきまして、誠にあ
りがとうございます。

　NHKがラジオの本放送を開始した 1925年、錦水堂ラジオ部として創業された 
ラックスマンは、90余年にわたって数多くの製品をオーディオファンや音楽ファンに届
けてまいりました。その間、いつの時代にあってもオーディオと音楽を愛する人たちの
熱い心は変わりませんでした。
　音楽に込められたアーティストの情念を余さず忠実に再現する、そのときの感動の深
さと機器への愛着の深さこそがオーディオにとっての最高の価値であると 
私たちは考えます。
　縁あってラックスマン製品をお選びいただきましたことは、オーディオと音楽に対し
て私たちと同じ情熱と価値観を共有できることであると、心から嬉しく思っております。
　本機を正しく安全にお使いいただくため、ご使用前に必ずこのオーナーズ 
マニュアルをよくお読みください。それによって本機の性能が充分に発揮され、 
最高のグレードで音楽再生をお楽しみいただくことができます。お読みになった後は 
保証書、安全上のご注意と共に大切に保管してください。

　末永くご愛用いただきますよう、お願い申しあげます。
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使用上の注意

再生中は本機を絶対に動かさない
再生中はディスクが高速回転していますので、本機を持
ち上げたり動かしたりしないでください。ディスクを傷
つける恐れがあります。

本機を移動する場合
 本機を移動する場合は、必ずディスクを取り出しディス
クテーブルを閉じてください。さらに オペレーションス
イッチを押し、電源オフの状態にしてから電源コードを
抜いてください。ディスクを内部に入れたまま移動する
と、故障の原因となります。

設置する場所
・ オーディオラック等の安定した場所に設置してください。
・ テレビやカラーモニターの近くに本機を設置しないで
ください。カセットデッキなど、磁気の影響を受けや
すい機器とは離して設置してください。

・ 極力水平な場所に設置してください。

 次のような場所は避けてください
・ 直射日光のあたる所
・ 湿気の多い所や風通しの悪い所
・ 極端に暑い所や寒い所
・ 振動のある所
・ ホコリの多い所
・ 油煙、蒸気、熱があたる所（台所など）

上に物をのせない
本機の上に物をのせないでください。

 

熱を受けないように
 本機をアンプなど、熱を発生する機器の上にのせないで
ください。ラックに入れる場合はアンプや他のオーディ
オ機器から出る熱を避けるため、アンプよりできるだけ
下の棚に入れてください。

 ガラスドア付きラックに入れたときのご注意
 ラックのガラスドアを閉めたままリモコンのオープン /
クローズ（u）ボタンを押してディスクテーブルを開け
ないでください。ディスクテーブルの動きが妨げられ、
故障の原因になります。

結露について
 冬期などに本機を寒いところから温かい室内に持ち込ん
だり、本機を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げ
たりすると、内部（動作部やレンズ）に水滴が付きます
（結露）。結露したままでは本機は正常に動作せず、再生
ができません。結露の状態にもよりますが、本機の電源
を入れて 1～ 2時間放置し、本機の温度を室温に保てば
水滴が消え、再生できるようになります。
 夏でもエアコンなどの風が、本機に直接あたると結露が
おこることがあります。その場合は本機の設置場所を変
えてください。
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 ディスクの取り扱い方
・ 損傷のあるディスク（ひびやそりのあるディスク）は
使用しないでください。

・ ディスクの信号面にキズや汚れを付けないでください。
・ ディスクに紙やシールなどを貼り付けないでくださ
い。ディスクにそりが発生し、再生ができなくなる恐
れがあります。また、レンタルディスクはラベルが貼っ
てある場合が多く、のりなどがはみ出している恐れが
ありますので、のりなどのはみ出しがないことを確認
してからご使用ください。

・ ディスクを 2枚重ねて再生しないでください。

ディスクの保管
・ 必ずケースに入れ、高温多湿の場所や直射日光の当た
る場所、極端に温度の低い場所を避けて垂直に保管し
てください。

・ ディスクに付いている注意書は必ずお読みください。

ディスクのお手入れ
・ ディスクに指紋やホコリが付いた場合、音質が低下す
ることがあります。柔らかい布で内周から外周方向へ軽
く拭いてください（円周に沿って拭かないでください）。

・ ベンジン、シンナーなどの揮発性の薬品は使用しない
でください。またレコードスプレー、帯電防止剤など
はご使用できません。

・ 汚れがひどいときは、柔らかい布を水に浸し、よく絞っ
てから汚れを拭きとり、その後乾いた布で水気を拭き
とってください。

特殊な形のディスクについて
 本機では、特殊な形のディスク（ハート型や六角形等）
は再生できません。故障の原因になりますので、そのよ
うなディスクはご使用にならないでください。

レンズのクリーニングについて
 レンズにゴミやほこりがたまると、音飛びすることがあ
ります。このような場合は『アフターサービスと品質保
証について』（P. 45）をお読みのうえ、清掃をご依頼く
ださい。市販されているクリーニングディスクは、レン
ズを破損する恐れがありますのでご使用にならないでく
ださい。

製品のお手入れについて
・ 本体は通常、柔らかい布で空拭きしてください。汚れ
がひどい場合は水で 5～ 6倍に薄めた中性洗剤に柔ら
かい布を浸してよく絞り、汚れを拭きとった後乾いた
布で拭いてください。

・ アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着
すると印刷、塗装などがはげることがありますのでご
注意ください。また、ゴムやビニール製品を長時間触
れさせることも、キャビネットを傷めますので避けて
ください。

・ 化学ぞうきんなどをお使いの場合は、化学ぞうきんな
どに添付の注意事項をよくお読みください。

・ お手入れの際は、電源プラグをコンセントから抜いて
ください。
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本機の特徴

真空管回路
ECC82（12AU7）よる一段増幅回路。
プレートからグリッドに帰還をかける P-G帰還により低
歪みを実現。
音質チューニングを施した EＩ型出力トランスを採用。

出力切り替え機能
DAC ICから真空管回路を通した出力と、ダイレクトに
接続された半導体出力から選択可能。

アーティキュレーター機能
音質劣化の原因となる出力トランスの帯磁を再生する音
楽信号を使って解消します。

8mm 厚アルミベース
CDメカの土台には 8mm厚のアルミ削り出しの強固な
ベースを使用。アルミ製フロントパネルと合わせシャー
シ構造を高剛性化。

ジッターリダクション回路の採用
システムクロックのジッターを抑えるジッターリダク
ション機能搭載。

ズーム機能
リモコンの ZOOMボタンを押すとトラックナンバーや
時間情報などを拡大して表示。

4 種類の再生モード
ノーマル再生、プログラム再生、ランダム再生、リピー
ト再生可能。

ディマー機能
本体表示窓の明るさを 4段階に切替え可能。

デジタル出力オフ
デジタル音声出力をオフにすることによりアナログ出力
の質を向上。

フィルター切り替え機能
ノーマル FIRフィルター、ロー・レイテンシー IIRフィ
ルターの 2種類から選択可能。

ラストメモリー機能
ディマー、デジタル出力ON/OFF、デジタルフィルター
等の設定値をフラッシュメモリーに記憶。

アナログ出力端子
大型のプラグを装着した高性能なラインケーブルにも対
応する 18mmピッチ金メッキ仕上げの RCA端子。

バーブラウン製 PCM5102A 搭載
DACチップにはバーブラウン製 PCM5102Aを採用。

オリジナル技術の採用
ラックスマン伝統のラウンドパターン配線基板や OFC
の内部配線、オリジナルカスタムパーツ等をふんだんに
採用。

電源ケーブル
聴感上の周波数のうねりを排除するノンツイスト構造、
無酸素銅（OFC）の極太線を採用。

リモコン（RD-26）
アルミケースのリモコン。タクトスイッチによる確かな
クリック感を実現。

ハイイナーシャ電源
大容量の EＩコアタイプ電源トランスとカスタム仕様の
3 ,300μ F× 3本のコンデンサーブロックを組み合わせ
た、ハイイナーシャ（高慣性）電源回路。

ショットキーバリア・ダイオード
電源整流回路にはスイッチング・ノイズが少なく直流電
圧への変換効率の高い、日本インター製ショットキーバ
リア・ダイオードを採用。

オリジナル OFC ワイヤー
内部配線は芯線の非メッキ処理で自然な信号伝送を実現
した、オリジナルのOFCワイヤーを採用。

記載されている会社名・商品名は、各会社の商標または登録
商標です。

―― CD プレーヤー



COMPACT DISC PLAYER D-380

4

本機で再生できるディスクについて

本機で再生できるディスクの種類
以下のマークはディスクレーベル、パッケージ、または
ジャケットに付いています。

本機で再生できるディスクの種類とマーク

CD-RCD CD-RW

本機で再生できないディスクの種類とマーク

SACD

本機はアダプター（CD用）を使用しないで8cmCDを再生す
ることができます。8cmアダプター（CD用）は使用しないで
ください。

•�レコーダー、またはパソコンで記録したCD-R/CD-RWディ
スクを再生できないことがあります（原因：ディスクの特性、
傷、汚れ、プレーヤーのレンズの汚れ、または結露など）。
•�パソコンで記録したディスクは、アプリケーションの設定、
および環境によって再生できないことがあります。正しい
フォーマットで記録してください（詳細はアプリケーション
の発売元にお問い合わせください）。
•�ファイナライズしていないCD-R/CD-RWディスクでは、一
部の時間情報が表示されないことがあります。
•�詳しいCD-R/CD-RWディスクの取扱いについては、ディス
クの使用上の注意をご覧ください。
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お使いの前に

付属品の確認
箱から出したら次の付属品がそろっていることを確認し
てください。
•　電源コード

•　リモートコントロールユニット（RD-26）

•　単 4形乾電池（2本）

•　保証書

•　プレミアム延長保証登録申請書

•　安全上のご注意

•　取扱説明書（本書）

リモコンの準備

リモコンに乾電池を入れる
1 .  リモコンの裏面にあるバッテリー・カバーをはずしてく
ださい。

  バッテリー・カバーのツメに指を乗せて軽く押し、バッ
テリー・カバーを下にスライドして抜いてください。

2 .  バッテリー・ケースの中の図と同じように電池の!@
を合せて単 4乾電池を入れます。

3 .  バッテリー・カバーをはずしたときと逆に、下の方から
バッテリー・カバーのツメ側をあてがいスライドしてパ
チッと音がするまで押し込んでください。

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないでください。
•乾電池は同じ形状でも電圧の異なるものがあります。種類の違う
乾電池を混ぜて使用しないでください。
•長い間（1ヵ月以上）リモコンを使用しないときは、電池の液漏
れを防ぐため、乾電池を取り出してください。もし、液漏れを起
こしたときは、ケース内についた液をよく拭きとってから新しい
乾電池を入れてください。
•不要になった電池を廃棄する場合は、各地の地方自治団体の指示
（条例）に従って処理してください。
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リモコンの使用範囲
リモコンはプレーヤー本体前面部のリモコン受光部に
向けて操作します。プレーヤーからリモコンの距離は約
5m、またリモコン受光部を基準にして左右 30 ﾟまでの
範囲で操作できます。

リモコン受光部に直接日光や強い光を当てないようにしてくだ
さい。誤動作の原因となります。

有効距離　約5m

30° 30°
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各部の名称と用途

1. オペレーション・スイッチ（OPERATION）
本機を動作状態にするためのスイッチです。

2.  オペレーション・インジケーター
 オペレーション・スイッチをオンにするとウォーミン
グアップ中は点滅し、その後動作状態になると点灯し
ます。

3.  ディスクテーブル
 ディスクを出し入れするときに、オープン /クローズ・
スイッチ（ ）で開閉します。

4.  オープン / クローズ・スイッチ（ ）
 ディスクテーブルを開閉するときに押します。

5. リモコン受光部（R）
 付属のリモコンからの信号を受信するためのセンサー
です。

6.  表示窓
本機の動作状況を表示します。
LEDのインジケーターと FL表示管で構成されます。
また、真空管出力選択時には、真空管のバックライト
が点灯します。

7.  真空管出力選択スイッチ（OUTPUT）
 アナログ出力回路を切り替えるスイッチです。
真空管（VACUUM TUBE）：真空管回路を通した出力
を選択します。

半導体（SOLID STATE）：DAコンバータ ICの出力を、
真空管回路を通さずに直接出力します。

8.  プレイ・スイッチ（ ）
 ディスクを再生します。

9. プレイ・インジケーター
 ディスクを再生しているときに点灯します。一時停止
のときは点滅します。

10. ポーズ・スイッチ（ ）
 再生中に押すと音声が一時停止します。もう一度押す
と再生を再開します。一時停止中は、プレイ ･インジ
ケーターが点滅します。

11. ストップ・スイッチ（ ）
 ディスクの再生を停止します。

12. プレビアス・スイッチ（ ）
 現在再生中のトラックの先頭に戻ります。2回押すと
前のトラックの先頭に戻ります。

13.  ネクスト・スイッチ（ ）
 次のトラックの先頭に進みます。

1 3 4 2 56

7 9 8 10 11 12 13

本体正面
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1. 真空管表示窓
 真空管出力選択時には、バックライトが点灯します。

2.  デジタルアウト・インジケーター 
（DIGITAL OUT）
 デジタル音声出力がオンのときに点灯します。
デジタル出力オンオフは、リモコンのデジタル出力
ON／OFFスイッチで行います。

3. トラック・ナンバー表示（TRK）
 トラック番号が表示されているときに上段には “TRK”
と表示され、下段にはトラック番号が表示されます。

4. 時間表示モード
 残り時間表示のモードを表します。トラックの残り
時間のときに “REM”、ディスクの残り時間のときに
“T-REM”、トラックの経過時間のときは非表示になり
ます。

5.  再生モード表示
 ランダム再生のとき “RD” が表示され、プログラム再
生のときは “PG” が表示されます。通常再生のときは
非表示になります。

6.  時間表示
 再生しているトラックの経過時間、再生しているトラッ
クの残り時間、ディスクの残り時間を表示します。時
間表示モードにより内容を切り替えます。

7. リピート・モード表示
曲を繰り返し再生するときのモードを表示します。ト
ラック・リピート（T-REP）とオール・リピート（A-REP）
の 2種類があります。

本体表示窓部

5 6 7

1 2 43
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各部の名称と用途

1. ディマー・スイッチ（DIMMER）
 本体表示窓の明るさを調整します。通常の点灯から消
灯まで明るさを 4段階に切り換えられます。

2.  デジタル・フィルター選択スイッチ 
（FILTER）
32ビット・デジタルフィルターの補完関数を切り替え
るスイッチです。音質が変化しますので、お好みの音
質となるフィルターを選択してください。
フィルターは 2種類があり、補完関数のインパルス応
答は、右図のような波形となります。
この設定は、電源を切ってもフラッシュメモリーに記
憶されます。

F-1（ノーマルFIRフィルター）

F-2（ロー・レイテンシー IIRフィルター）

リモコン

1

2

3

5

6

7

8

4

11

12

13

14

15

16

17

18

19

9

10
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3.  プログラム・スイッチ（PROGRAM）
 トラック番号をプログラムしてお好みの順番に再生し
ます。

4. 数字キー（1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 0）
 ダイレクト・サーチやプログラムをするときに、トラッ
ク番号を指定するために使用します。

5. クリア・スイッチ（CLEAR）
 プログラム再生で設定した内容を取り消すために使用
します。また、真空管出力で再生中に長押し（約 3秒）
すると、アーティキュレーター機能が働きます。

6. プレビアス・スイッチ（ ）
 現在再生中のトラックの先頭に戻ります。2回押すと
前のトラックの先頭に戻ります。

7.  早戻しスイッチ（ ）
 再生中、音声の早戻しをします。

8.  時間表示スイッチ（TIME）
 時間表示を切り替えます。再生しているトラックの経
過時間、再生しているトラックの残り時間、ディスク
の残り時間を切り替えます。

9. オープン / クローズ・スイッチ（ ）
ディスクテーブルを開閉するときに押します。

10.  デジタル出力 ON ／OFF スイッチ
デジタル出力（COAX/OPT）の出力を ON／ OFFす
るスイッチです。

11.  リピート・スイッチ（REPEAT）
 曲を繰り返し再生する時に押します。トラック・リピー
ト（T-REP）とオール・リピート（A-REP）の 2種類
があります。

12. ランダム・スイッチ（RANDOM）
ディスク内の曲を順不同に再生するときに押します。

13.  エンター・スイッチ（ENTER）
 設定／選択した項目を実行する時に押します。

14. プレイ・スイッチ（ ）
ディスクを再生します。

15.  ネクスト・スイッチ（ ）
 次のトラックの先頭に進みます。

16. ポーズ・スイッチ（ ）
再生中に押すと音声が一時停止します。もう一度押す
と再生を再開します。一時停止中は、プレイ ･インジ
ケーターが点滅します。

17.  早送りスイッチ（ ）
 再生中、音声の早送りをします。

18. ズーム・スイッチ（ZOOM）
ディスク再生中に押すとトラックナンバーや時間情報
などを拡大して表示します。

19.  ストップ・スイッチ（ ）
 ディスクの再生を停止します。
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各部の名称と用途

1.  アナログ・アンバランス出力端子 
（ANALOG OUT）
 本機のアンバランス再生信号を出力するコアキシャル
出力端子です。
プリ・アンプなどの機器のアンバランス入力にピンケー
ブルを使用して接続してください。

2.  同軸デジタル出力端子（COAX）
 デジタル入力端子のあるアンプなどと接続するときに、
同軸デジタルケーブルを使って接続します。

3. 光デジタル出力端子（OPT）
 デジタル入力端子のあるアンプなどと接続するときに、
光デジタルケーブルを使って接続します。
本機の光端子はシャッター式です。光端子に接続する
ときは、端子の向きを合わせてしっかりと差し込んで
ください。誤った向きで無理に差し込むと端子が変形
してケーブルを抜いてもシャッターが閉まらなくなる
ことがあります。

4.  電源ケーブル接続端子（AC IN）
 付属の電源ケーブルを接続して、壁のコンセントから
電源を供給します。

1

2 3 4

本体後面
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接続方法

PRE AMPPRE MAIN AMP

(B)

(A)

CD PLAYER

（デジタル入力付き）
D/A CONVERTER

L R L R
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接続する前に
他の機器を接続する前に、付属の電源ケーブルのジャッ
ク部（穴が 3つある方）を本機のACインレットに接続
してください。

�接続するときは、思わぬノイズの発生による事故を防止するた
め、本機の電源と併用機器の電源をすべてオフにしてください。

電源の接続
 付属の電源ケーブルを使用し、ACプラグをリスニング
ルームなどにあるAC100Vのコンセントに差し込んで
ください。ケーブル本体に印字された Luxmanロゴが見
えるように（極性マークがコンセントに向かって左側に
あるように）ACプラグを差し込むと、電源極性が正し
く設定されます。

一般的にACコンセントは、向かって左側の若干長い穴が接地
用端子（W表記）になっています。

出力機器の接続
1.  プリメインアンプなどへのアンバランス接続 

（接続図（A）を参照）
本機のアナログ・アンバランス出力端子（LINE）か
ら、プリメインアンプなどのアンバランス入力端子へ 
L、R2本のピンケーブルで接続してください。

2.  他の D/A コンバーターなどへのデジタル出力 
（接続図（B）を参照）
本機のデジタル出力端子（COAX/OPT）から、D/A
コンバーターやデジタル入力端子を備えた CDプレー
ヤーなどへ、同軸デジタルケーブルや光デジタルケー
ブルで接続してください。

本機の光端子はシャッター式です。光端子に接続するときは、
端子の向きを合わせてしっかりと差し込んでください。誤っ
た向きで無理に差し込むと端子が変形してケーブルを抜いて
もシャッターが閉まらなくなることがあります。

上

下

　 本機の光端子の向きは左図のようになって
います。

極性マーク

Luxmanロゴ
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ディスクの再生

3 5

2, 41

5

6

2, 4
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ディスクを再生する
リモコン ・ 本体

1.  オペレーション・スイッチを押します。
 表示窓に “-OPERATION-” の文字が現れ、この文字が
消えれば操作可能になります。
真空管出力を選択している場合は表示窓に “VACUUM 
TUBE WARMING UP” の文字が現れ、操作可能にな
るまでの秒数をカウントダウンします。（約 30秒）
このウォーミングアップは、真空管のヒーターが温ま
り、バイアスが安定するまでに必要な時間で、この間、
オープン /クローズ（ ）以外の操作はできません。
早く再生したい場合は、半導体出力に切り替えると各
操作が可能です。

2.  オープン / クローズ（ ）スイッチを押します。
 ディスクテーブルが開きます。

3.  ディスクテーブルのガイドに合わせて、ディ
スクを置きます。

4.  オープン / クローズ（ ）スイッチを押します。
ディスクテーブルが閉まり、ローディングを始めます。

素早くディスクを再生するには、オープン /クローズ
（ ）を押さずにプレイ（ ）スイッチを押します。
もしくはオープン /クローズ（ ）を押さずに数字キー
を押して選曲しエンター・スイッチもしくはプレイ
（ ）スイッチを押します。
ローディング動作が始まってからディスクの種類を表
示するまでは操作キーを受け付けません。予めトラッ
ク数を指定するなど次の動作を指定しておくことで、
再生開始までの時間を短縮できます。

5. プレイ（ ）スイッチを押します。
再生中に真空管出力と半導体出力の切り替えが可能で
す。お好みの音質でお楽しみください。
また、真空管出力を選択して再生しているときには、
出力トランスの消磁を行うことが可能です。

アーティキュレーター機能
リモコン

6.  真空管出力を選択した再生状態において、
CLEAR スイッチを長押し（約 3 秒）します。
消磁中は、表示窓に “ARTICULATOR” の文字が現れ、
その間、音楽信号出力オフの状態になり、約 15秒後
に通常再生状態に戻ります。

真空管出力を選択した場合の出力電圧は、2.4 Vrms
半導体出力を選択した場合の出力電圧は、2.1 Vrms
となり音量差があります。



17

ディスクの一時停止 / 停止

オペレーション・スイッチ オープン/クローズ・スイッチ（　）

プレイ・スイッチ（  ）

ストップ・スイッチ（　）

オープン/クローズ・スイッチ（　）

ポーズ・スイッチ（　）

プレイ・スイッチ（  ）
ポーズ・スイッチ（　）

ストップ・スイッチ（　）
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ディスクを一時停止 / 停止する
リモコン ・ 本体

ディスクの一時停止
1.  再生中にポーズ（ ）スイッチを押します。
  一時停止中は、プレイ･インジケーターが点滅します。

通常の再生に戻す
2.  一時停止中にプレイ（ ）スイッチもしくは

ポーズ（ ）スイッチを押します。

ディスクを停止する
 再生中にストップ（ ）スイッチを押します。

ディスクの取り出し
  オープン / クローズ（ ）スイッチを押します。
 ディスクテーブルが開きます。

電源を切る
  オペレーション・スイッチを押します。
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スキップ/ 早送り/ 早戻し

ネクスト・スイッチ（　  ）

早送りスイッチ（　  ） 早戻しスイッチ（　  ）

プレビアス・スイッチ（　  ）

プレイ・スイッチ（  ）

プレイ・スイッチ（  ）
プレビアス・スイッチ（　  ）

ネクスト・スイッチ（　  ）
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聞きたいトラック（曲）にスキップする 
（頭出し）
リモコン ・ 本体

スキップ（頭出し）
再生したいトラックに進む
 再生したいトラックに進むには、ネクスト（ ）スイッ
チを何回か押し、ご希望のトラックまでスキップします。

再生したいトラックに戻る
 再生したいトラックに戻るには、プレビアス 
（ ）スイッチを何回か押し、ご希望のトラックまで
スキップします。
プレビアス・スイッチを 1回押すと、現在再生中のト
ラックの先頭に戻ります。2回押すと前のトラックの
先頭に戻ります。

ディスクを早送り / 早戻しする
（スキャン）
リモコン

早送りする
1.  再生中に早送り（ ）スイッチを押す。
 スイッチを押すたびに速さを 3段階まで切り替えるこ
とができます。
表示窓に早送りと段階を表す「＞＞1 , ＞＞2 , ＞＞3」が表
示されます。

2.  通常の再生に戻すにはプレイ（ ）スイッチ
を押します。

早戻しする
1.  再生中に早戻し（ ）スイッチを押す。
 スイッチを押すたびに速さを 3段階まで切り替えるこ
とができます。
表示窓に早送りと段階を表す「＜＜1 , ＜＜2 , ＜＜3」が表
示されます。

2.  通常の再生に戻すにはプレイ（ ）スイッチ
を押します。
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ダイレクト・サーチ/リピート再生

聞きたいトラックを指定して再生する
リモコン

1.  リモコンの数字キーでトラック番号を入力し
ます。
15曲目を選ぶときは、数字キーの “1” を押し、次に “5”
を押します。

2.  エンター・スイッチもしくはプレイ・スイッチ
を押します。
エンター・スイッチを押さなくても約 3秒経過すると
自動的に再生を開始します。CDではトラック数が最
大 99まであるため、2桁の入力が終わるまでの時間を
考慮し、自動ジャンプまで約 3秒の間隔を取ってあり
ます。

数字キー

リピート・スイッチ
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繰り返し再生する
（リピート再生）
リモコン

再生している1 曲だけを繰り返すトラック・リピ
ート（T-REP）とディスクの全曲を繰り返すオ
ール・リピート（A-REP）があります。

トラック・リピート（T-REP）
1.  再生中にリピート（REPEAT）スイッチを 1

回押します。

2.  表示窓にトラック・リピートを表す “T-REP”
が表示されます。

3.  更にリピート（REPEAT）スイッチを 2 回押
すと、トラック・リピートが解除されます。
ディスクを停止した場合もリピート再生は解除されま
す。

トラック・リピート “T-REP”

オール・リピート “A-REP”

リピート・オフ

オール・リピート（A-REP）
1.  再生中にリピート（REPEAT）スイッチを 2

回押します。

2.  表示窓にオール・リピートを表す “A-REP”
が表示されます。

3.  更にリピート（REPEAT）スイッチを 1 回押
すと、オール・リピートが解除されます。
ディスクを停止した場合もリピート再生は解除されま
す。
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プログラム再生

順番を変えて再生する
（プログラム再生）
リモコン

聞きたいトラックを最大 24 個まで、お好みの
順番に登録することができます。

1.  停止中にプログラム（PROGRAM）スイッ
チを押します。
表示窓にプログラム用の表示が出ます。

2.  聞きたい曲の番号をリモコンの数字キーで
押します。
5曲目を選ぶときは、数字キーの “5” を押します。

3.  エンター（ENTER）スイッチを押します。
曲番が確定し、プログラムしたトラック数とプログラ
ムしたトラックの合計時間が表示されます。

2, 4

1

3, 5クリア・スイッチクリア・スイッチ
6
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4.  同様に、次に聞きたい曲の番号を入力します。
15曲目を選ぶときは、数字キーの “1” を押し、次に “5”
を押します。

5.  エンター（ENTER）スイッチを押します。
曲番が確定し、プログラムしたトラック数とプログラ
ムしたトラックの合計時間が表示されます。

手順 2、3を繰り返して、聞きたいトラックのトラッ
ク番号を登録します。

6.  プレイ・スイッチ（ ）を押します。

・停止中にCLEARスイッチを押すと、プログラムされてい
る内容をすべて消去します。
・停止中にPROGRAMスイッチを押してからCLEARスイッチ
を押すと、最後に登録したトラックから順番に削除します。
・一時停止をプログラムすることはできません。
・プログラム再生中にREPEATスイッチを押すと、プログラ
ム順番のオール・リピート再生になります。
・プログラム再生中はトラック・リピートにはできません。
・プログラム再生中にネクスト（ ）スイッチを押すと次の
プログラムのトラックを再生します。
・もう一度プログラム再生するときは、停止中にPROGRAM
スイッチを押してからプレイ（ ）スイッチを押します。

手順
PROGRAM

トラックナンバー

エンター

PLAY
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ランダム再生 / ディスク情報 / ズーム

順不同に再生する
（ランダム再生）
リモコン

全ての曲から順不同に選んで、各曲を 1 回ずつ
再生します。

1.  ランダム（RANDOM）スイッチを押します。

2.  表示窓にランダム再生を表す “RD” が表示
されます。すべての曲を終了すると、自動的
に停止します。
ディスクを停止するか、ランダム（RANDOM）スイッ
チをもう一度押すとランダム再生を停止します。ラン
ダム再生中にネクスト（ ）スイッチを押すと、順不
同に次のトラックを選択して再生します。また、プレ
ビアス（ ）スイッチを押すと現在再生中のトラック
の始めに戻ります。

ズーム・スイッチ

ランダム・スイッチ

時間表示スイッチ
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 ディスク情報
リモコン

再生中に時間表示を切り替えます。
再生中に TIMEスイッチを押すたびに、以下のように
切り替わります。

1.  現在のトラック番号とそのトラックの経過時
間（デフォルト設定）

 表示窓に “TRK” が表示されます。

2.  現在のトラック番号とそのトラックの残り時
間（リメイン）

  表示窓に “TRK” と “REM” が表示されま
す。

3.  ディスクの残り時間（トータル ･リメイン）
 表示窓に "T-REM" が表示されます。

トラック経過時間 “TRK”

トラック残り時間 “TRK”, “REM”

ディスク残り時間 “T-REM”

 ズーム
リモコン

表示文字の拡大
1.  ズーム（ZOOM）スイッチを押すと、トラッ

ク番号や時間表示などを大きく表示します。

2.  更にもう一度ズーム（ZOOM）スイッチを押
すと通常表示に戻ります。

通常表示

ズーム
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詳細設定

オペレーション・スイッチ

デジタル・フィルター切替スイッチ

ディマー・スイッチ
デジタル入力切替スイッチ

ストップ・スイッチ
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ディマー・スイッチ（DIMMER）
リモコン

本体表示窓の明るさを調節します。通常の点灯か
ら消灯まで明るさを 4 段階に切り替えられます。

1 回押すたびに、通常→やや暗い→暗い→消灯→通常
……と変化します。
表示を消灯すると、“DISPLAY OFF” の文字が約 2秒
間表示され、その後に消灯します。
LEDインジケーターの明るさは変化しません。

デジタル・フィルター選択スイッチ  
（FILTER 1, 2）
リモコン

2 種類のフィルターからお好みに応じて選択でき
ます。
FILTER 1を押すと表示窓に “F-1 NORMAL FIR”が
表示されます。
FILTER 2を押すと表示窓に “F-2 LOW LATENCY”
が表示されます。

デジタル・出力 ON ／OFF スイッチ
リモコン

デジタル出力（COAX/OPT）を ON/OFF にす
るスイッチです。出力OFF時にはLEDインジケー
ターが消灯します。

すべての設定を出荷時に戻す
すべての設定内容を出荷時の状態に戻します。
本体のストップ（ ）スイッチを押しながら、オペレーション・
スイッチを押します。
すべての設定内容が出荷時の状態に戻ります。

項目 設定値
デジタル出力切替 オン
ディマー調節 通常
デジタルフィルター F-1
ズーム オフ

ラストメモリー機能（各設定の記憶）
フラッシュ ･メモリーに記憶される設定項目は下記の通
りです。
設定を変更した直後に電源が切れた場合は、設定値が正
しく記憶されていない場合があります。

項目 値
デジタル出力切替 オン、オフ

ディマー調節
通常、やや暗い、 
暗い、消灯

デジタルフィルター F-1 , F-2
ズーム オン、オフ
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規 格

形式 2 チャンネル，CD
電源電圧 AC 100 V，50/60 Hz
消費電力 15 W（電気用品安全法の規定による）
重量 10.8 kg（本体）
最大外形寸法 440（W）×167（H）×286（D）mm  

（奥行きは前面ノブ4 mm, 背面端子 8 mmを含む）
許容動作温度 / 湿度 ＋ 5 ℃～＋ 35 ℃ / 5 % ～ 85 %（結露のないこと）

音声出力特性

出力電圧 / 
出力インピーダンス：

VACUUM TUBE 2.4 Vrms/300Ω
SOLID STATE 2.1 Vrms/300Ω

周波数特性： VACUUM TUBE 20 Hz～ 20 kHz（+0.1，‒0.3 dB）
SOLID STATE 20 Hz～ 20 kHz（+0，‒0.2 dB）

全高調波歪率 ： VACUUM TUBE 0.8 %
SOLID STATE 0.005 %

S/N比 ： VACUUM TUBE 105 dB
SOLID STATE 115 dB

ダイナミックレンジ ： VACUUM TUBE 98 dB
SOLID STATE 119 dB

チャンネル・セパレーション： VACUUM TUBE 58 dB
SOLID STATE 82 dB

デジタル出力
同軸デジタル出力 ： RCA 端子 0.5 Vp-p/75Ω
光デジタル出力 ： 光デジタル端子 ‒15 ～ ‒21 dBm

　※規格および外観は予告なく変更することがあります。
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　ご使用中に、何らかの原因で故障と間違えることがあります。修理に出される前に下記の表、および併用機器の取扱説明書
をご覧のうえ、ひと通り確認してください。故障の原因がわからない場合は、お買い上げの販売店、もしくは弊社サービスセ
ンターへお問い合わせください。なお、修理の依頼をお受けした場合は、故障でなくとも点検代、出張費などを戴くことがあ
ります。

修理に出される前に

症　　状 原　因 / 対　策 参照ページ

メイン電源スイッチを押しても
電源が入らない。

・ 電源ケーブルをACインレットおよびコンセントに正しく接続する。 14

ディスクテーブルを閉めても
出てきてしまう。

・ ディスクをディスクテーブルに正しくセットする。 16

・ ディスクをクリーニングする。 2

再生できない。 ・ ディスクをクリーニングする。 2

・ ディスクをディスクテーブルに正しくセットする。 16

・ 本機の内部の結露を除去する。 1

・ ディスクの表裏を正しくセットする。（レーベル面を上側にする）

リモコン操作できない。 ・ リモコンの使用範囲で操作する。 6

・ リモコンの電池を新しいものと交換する。 5

・ 受光部に強い日光や照明（インバーター蛍光灯など）が当たっている。
受光部に強い光が当たらないように、本機の置き場所や方向を変え
てください。

6

テレビなどが誤動作する。 ・ ワイヤレスリモコン機能を持つテレビの一部には、本機のリモコン
により誤作動するものがあります。本機と離して使用してください。

6

スピーカーから音が出ない、 
音が歪む。

・ 音声ケーブルが正しく接続されているか確認する。 13～ 14

・ デジタル接続しているときは［デジタル出力］の設定を［オン］に
する。

10

・ ディスクをクリーニングする。 2

・ アンプなどの音量が最小になっているときはボリュームを調節する。

・ 接続プラグの差し込みが不十分、または外れていないか確認する。

・ 接続プラグや端子が汚れていたらアルコール等で洗浄する。

デジタル音声がデジタル出力 
できない。

・ ［デジタル出力］の設定を［オン］にする 10

静電気など、外部からの影響により本機が正常に動作しないことがあります。このようなときは、電源を一度切り、数十秒経
過してから、再び電源を入れるか、出荷設定に戻すことで正常動作になる場合があります。これで解決しないときは、お求め
の専門店または弊社サービス・センターにご相談ください。
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アフターサービスと品質保証について

プレミアム延長保証適用条件
弊社正規取扱店での購入証明（領収書やレシートの複写）を貼り付けたプレミアム延長保証登録申請書を弊社宛てにご返送ください。
※正規取扱店につきましては、弊社ホームページをご覧いただくか、弊社営業部までお問い合わせください。

■  プレミアム延長保証制度では、製品に同梱される保証書による標準 2年間の保証に加え、下記に分類する製品の種類により、保証期間を延長いたします。
保証期間につきましては、後日お届けいたします「クラブ・ラックスマン」カードに記載されます。「クラブ・ラックスマン」カードはプレミアム延長保
証適用の保証書となります。

■  製品別プレミアム延長保証期間
 プラス 5年（計 7年間保証）：トランジスターアンプ、D/Aコンバーター
 プラス 1年（計 3年間保証）：真空管アンプ、CD/SACDプレーヤー、アナログプレーヤー
 （現保証期間が 5年間の製品は 7年間、真空管等の消耗品は１年間となります。）
■  プレミアム延長保証が適用とならない場合は、標準の 2年間保証となり、修理の際は、製品に同梱される保証書と購入証明が必要となりますので、大切に
保管してください。プレミアム延長保証が適用とならない場合は以下のとおりです。
•ご購入店が弊社正規取扱店でない場合
•「プレミアム延長保証登録申請書」のご送付が無い場合
•弊社正規取扱店の購入証明が無い場合
•購入証明の日付が弊社出荷日と著しく異なる場合（プレミアム延長保証登録をせず転売された場合等）

保証規約
製品は厳密な品質管理及び検査を経て出荷されておりますが、万一の自然故障の際には、ご購入店もしくは弊社サービスセンターまでお問い合わせください。
保証の条件は以下記載のとおりです。

■  万一の自然故障につきましてはご購入日より保証書または「クラブ・ラックスマン」カード表面記載の保証期間無償修理いたします。（ただし真空管等の
消耗品は 1年間）

■ 保証書およびご購入日を証明する領収書等または 「クラブ・ラックスマン」カードのご提示がない場合、また保証期間外の修理の場合は有償にて承ります。
■  保証期間内であっても次の様な場合は保証対象外となり、修理は有償にて承ります。
•保証書およびご購入日を証明する領収書等または「クラブ・ラックスマン」カードのご提示がない場合
•使用上の誤り、改造、業務目的または海外でのご使用による故障、損傷
•本製品以外（電源等）の原因による故障
•火災、地震、水害、落雷およびその他の天変地変等による故障または損傷
•オーバーホールおよび動作チェック等の点検作業

■  修理料金につきましては、予告なく変更することがあります。
■  本保証書および保証制度は日本国内のみ有効であり、海外でのご使用時には適用されませんので、ご注意ください。
 This warranty is valid only in Japan.
■  保証書および「クラブ・ラックスマン」カードの紛失、盗難等による再発行は、原則としていたしませんので、大切に保管してください。また、保証書お
よびカードの不正な使用、改造の場合、保証効力が失効する場合がありますのでご注意ください。

■  修理品につきましては、ご購入店にご相談いただくか、直接弊社宛てにご送付ください。製品の梱包箱等はできるだけ保管いただきますようお願いいたし
ます。

■ プレミアム延長保証期間中の修理品輸送費につきましてはお客様負担となります。
■  修理品をご送付いただく場合は、輸送中の破損等の事故が無いようにご注意ください。弊社では輸送中の事故につきましては、責任を負いかねますのでご
了承ください。

■  修理のご依頼、お問い合わせにつきましては、別紙のサービス情報をご覧ください。

ラックスマンのオーディオ製品には、個々のパーツの選択から製造工程、出荷にいたるまで、数多くの厳しいチェックを施し、
万全の品質管理を期していますが、万一本機が故障したときは弊社サービス・センターまたはご購入店までご連絡ください。
状況に応じた修理をさせていただきます。
本機の保証期間はご購入日より起算して標準 2年間（ただし、CDドライブメカなどの消耗品は 1年間）、または、プレミア
ム延長保証適用の場合、3年間です。
標準 2年間の保証書およびプレミアム延長保証登録申請書は本機のパッキングケース内に入っています。
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